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　’国立国語研究所では，昭和41年2月、電子計算機HITAC　3010を設置し
て，大量の語彙調査の事業にとりかかった。数年にわたって準備的な碕究を
続けてきたのであるカ㍉言語研究に電子計算機を活用することはわれわれに
とっては全く新しい経験であって，実際に機械に接するようになってから，い
ろいろな点についてくふうし，解決しなければならない閥題に当面した。電
子計算機による語彙調査を直接に担当する第4部第1資料研究室および雷語
計麩調査室で実施してきた事がらの一一端については，去る42年3月，国立
，国語研究所硯究発表会を開いて，情報科学闘係，新聞・放送関係等の専門家
の鯖に開陳したが，ここにその発表を中心とし，さらに数編の論文を加えて，
・一福ﾌ報告書とし，広く公刊することとした。それは，われわれの方法と事
業の将来について，適切な批判や助欝を得たいためであるが，これが圃時に，
機械による言語情報処理を推進しよ5とする各方面に，いくらかの寄与をす
ることをも期待している。
　　　　　　　　　　　　　　昭和42年10月
毎立国語研究所長
　　　岩淵　悦太郎
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　この報告書の執筆にかかったとき，この仕事全体の責任者は，そのときの
第4研究部長林大であったが，昭和42年7月21日，林部長は文部省初等中
等教育局視学官に転じた。同年8月16日，それまで第1資料秘究室長兼醤
語計量調査室長であった林四郎が第4観究部長に就任し，この報告書刊行の
業務を受けついだ。
　なお，報告者のひとりである松本昭は，昭和42年4月，東京教育大学に
転じ，現在，非常勤職員として，研究所の電子欝算機による国語研究の業務
に参加している。
昭和43年1月8日
第4研究部長　　林 四　　郎
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